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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

 現在、農村地域に広がるため池や用排水路などの農業水利施設は、本来の農業利用を目

的とした機能のみでなく、地域環境保全用の水辺空間としての機能を求められている。こ

うした中、ポーラスコンクリート（以下、POC）は、環境保全効果の高い護岸として研究

が進められている。本研究では、POC の空隙径が動植物の生育に与える影響の調査と、ヤ
シ繊維マットを用いた基盤材の検討を行った。  

2. 2. 2. 2. 実験概要実験概要実験概要実験概要    

2.1  実験水路仕様 

 実験は、農業工学研究所内に構

築された図-1、図-2 に示す POC 水
路および鉄筋コンクリート製水路

（以下、RC 水路）にて行った。 
POC は、20～40mm の粗骨材を用

いた POC（以下、3 号 POC）と 5
～ 13mm の粗骨材を用いた POC

（以下、6 号 POC）の 2 水準とし

た。POC の配合および強度を表-1
に示す。  

空隙にはスラリー化した黒ボク

土を充填し、アルカリの緩衝およ

び保水性・保肥性の向上を図った。

POC 表面には充填材の流出と覆
土（バーク堆肥と黒ボク土混合，

t=3cm）の侵食抑制を目的として、
ヤシ繊維マットを敷設した。  

水は場内の井戸から導水した

ものをポンプで循環させ、蒸発な

どで減少した分は適宜補給した。  

2.2  試験区および調査方法 

植被率調査は、各試験区に 40cm×40cm のコドラー

て U ,M ,Lの 3 区設けて 2 反復実施した。水生昆虫の調
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POC 水路の各試験区中央部（底泥域）および水際部（植生域）について、一定範囲内
（1017cm2）に生息する全ての水生昆虫を捕獲し、種および個体数を調べた。調査は、2002.4

～2003.12 までの 20 ヶ月間とした。  

3. 3. 3. 3. 実験結果実験結果実験結果実験結果  
3.1 植生および覆土の侵食 

図-3 に植被率の平均値を示す。空隙径が大
きく、充填材流出防止用のヤシ繊維マットを

用いた B 試験区において、最も水際から離れ
た位置まで植生が成立する結果となった。草

刈りについては、POC は凹凸が小さく水路内

での作業も容易であるため、作業効率は

16s/m2と通常の草刈りと同等であった。  

覆土侵食の画像解析状況を図 -4，結果を図
-5 に示す。ヤシ繊維マットを用いた B 区が 20

ヶ月経過しても健全であったのに対し、客土

吹きのみの C 区では、侵食による露出率が
40％程度になる結果となった。  

3.2 水生昆虫の生息環境 

 各試験区で捕獲された個体数を、全試験区

の捕獲総数で割った値を存在率として、代表

的な種の生息状況を図 -6 に示す。また、

Shanon-Wiener の多様度指数を用いた生物多

様性の評価結果を図 -7 に示す。これらから、
RC と比較して、POC は空隙径によらず質・

量共に良好な生物の生息環境が形成されるこ

とが示唆された。特に、植生域にはイトトンボやギンヤ

水際の植生が生物多様性を高める上で重要な役割を持

4. 4. 4. 4. まとめまとめまとめまとめ    

POC に形成される植生を豊かにするには、空隙径を
設などの補助工法を用いることが有効である。POC 水

生物生息環境が形成されるが、これには水際の植生が
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(b)2 値化処理後
に生息しており、

なった。  
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図-7 多様度指数
図-6 水生昆虫の生息状況
図-5 覆土侵食の経時変化
試験区 B
試験区 C
ヤシ繊維マット敷

と比較して多様な

ている。  


